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⽯炭の燃焼効率改善による⽔銀の⼤気排出削減

技術概要

背景

007

世界には、暖房目的で石炭を燃焼することが一般的である国が多数存在します。
一般家屋や集合住宅における石炭燃焼は、地球温暖化を引き起こす⼆酸化炭素 (CO2) を
排出するだけでなく、水銀を含む石炭中に存在する様々な汚染物質の排出にもつながり、
ひいては冬季における大気汚染の深刻な悪化につながってしまいます。

寒冷地の国の中には、冬季には暖房目的で大量の石炭を使⽤する国があります。
このような国では、集合住宅や学校等の建物において、石炭焚き熱供給ボイラー (HOB) 
を使⽤して暖房を⾏うのが一般的です。このような熱供給ボイラーは、旧式かつ単純な
構造で、燃焼効率が低いため、石炭を大量に消費して結果として深刻な大気汚染を引き
起こし、日中でさえ視界が遮られるほど汚染が進むケースがあります。既存のボイラー
の燃焼効率の悪さが、石炭の大量消費だけでなく、大気汚染のさらなる悪化を引き起こ
しています。

住宅からの水銀排出は、水俣条約の
附属書Ｄには掲げられていないため、
条約の第８条（排出対策）の対象では
ありません。しかし、水銀による影響
から人の健康や環境を保護するため、
居住区における石炭燃焼の改善を優先
課題と認識している国もあります。
このフライヤーでは、モンゴルで実施
されたプロジェクトを例に、大気汚染
物質の排出削減に貢献した技術につい
て紹介します。

熱供給ボイラーの性能改善は、安定的な燃焼、石炭の消費量と大気汚染物質の排出削減、熱効率
の改善、煤塵 (dust) の削減等の様々な効果をもたらします。具体的には、サイクロンの性能改善（集
塵性能の改善）、空気予熱器の性能改善（熱交換チューブの採⽤）、押込送風機と誘引送風機の改
善（送風量の調整と耐⾷材の使⽤）等により改善を図ることができます。モンゴルで実施されたプ
ロジェクトの場合、石炭消費量の削減に加えて、窒素酸化物 (NOx)、硫⻩酸化物 (SOx)、CO2、煤塵の
発生削減とのコベネフィット効果が達成されました。

ウランバートル（モンゴル）における⼤気汚染の状況
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技術の利点・強み

本技術の大きな利点は、CO2の削減とともに様々な大気汚染物質の排出防止を達成し、同時に
燃焼効率の改善により、発熱量も大きく向上するという点です。モンゴルの例では、以下の削減が
達成されました。

汚染物質の削減に係るコベネフィット

オペレーションやメンテナンスの作業手順の改善は、ボイラー室内の大気環境の改善（ばい煙や炎の
オーバーフローの削減）につながり、ひいては作業者の安全向上にもつながります。

ボイラーの改善前 ボイラーの改善後

• 石炭消費量︓10〜30%削減
• 一酸化炭素 (CO) 排出量︓30〜60%削減
• NOx及びSOx排出量︓8〜20%削減
• 煤塵の排出量︓50〜80%削減

※石炭消費量と煤塵排出量の削減は、重⾦属（水銀、セレン等）の排出削減にも寄与しています。
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